
　９月市議会（9 月 2 日～ 10 月 5 日）

で阿部が行った９つの討論のうち議員

発議「気候危機宣言」への賛成討論です。

　気候危機は、後戻りできなくなるまでの

期間がどんどん短くなっています。国連

の気候変動に関する政府間パネル（IPCC）

の最新報告は、2020 年までの 10 年間だ

けで、工業化が始まる前と比べ、地球気温

が約 1.09℃も上昇したと述べます。地球

上をエリア別に見て、陸上では海面付近よ

り 1.4 ～ 1.7 倍の速さ、北極圏では世界

平均の 2 倍の速さだという、恐ろしい状況

が明らかにされました。

　実際にいま、世界の様々なところで、未

曽有のレベルでの豪雨、ハリケーン、干ば

つ、森林火災、海水面の上昇、農林水産業

の危機、気候難民の発生が進行しています。

　世界の若者の大きな行動が相次いでいま

す。9 月には世界 99 か国で数百万人が参

加する一斉行動。11 月に英国で開かれる

COP26 には、さらに大きな行動を予定。

若者たちに触発され、いま世界では「温暖

化対策」ではなく「気候正義」こそが求め

られているという声が巻き起こっています。

　「気候正義」とは、日本など経済先進諸

国は、単に自国が出す温室効果ガスをゼロ

にするだけで足りず、マイナスにするべき

という声

です。マ

イナスに

するとは

どういう

こ と か。

経済の低

開発国で
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何
度
か
、
沖
縄
の
戦
跡
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ま
し
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。
住
民
が
自
決
を
強
要
さ
れ
る
な
ど

し
た
洞
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立
ち
寄
り
ま
し
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。
未

だ
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遺
族
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も
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還
る
こ
と
が
出
来

て
い
な
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遺
骨
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沖
縄
戦
特
有
の
悲
劇

で
あ
っ
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、
家
族
全
員
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犠
牲
に
な
っ
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多
い
た
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還
る
べ
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こ
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も
な
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遺
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眠
っ
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探
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弔
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掘
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沖
縄
の
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も
た
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毎
日
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米
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近
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飛
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ひ
ど
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療提供体制を構築することが必要です」等々。

　中心的に論じられているのは、既存の医療資源を効

率的に活用すること、臨時医療施設や入院待機施設の

重要な役割、保健所の機能の強化などです。この間、

感染拡大地域の住民などが切実に求めてきた、臨時医

療施設や PCR 検査の重要性も強調されています。珍

しく、国の機関としても、都道府県などがそれらの事

業に乗り出す場合には具体的な協力をする用意があ

ると述べています。

　陳情が具体的な項目として求める、大規模医療施設

の設置。そして発熱などの有症状者に限らない広範な

PCR 検査の実施。この二つはコロナ感染症の第 6 波

を防止し、またはその波を低く抑えるためには欠かせ

ない事業です。10 月 1 日に示された国の方針を空約

束に終わらせないために、そして千葉県の優柔不断に

機先を制するためにも、流山市は大規模医療施設の設

置、十分な PCR 検査体制の確立を求めて、声を上げ

る必要があることを強調して、賛成討論とします。

　　　　　　　　　　　　賛成12　反対 14　

　新型コロナウイルス感染者の数は減ってきていま

す。しかしほとんどの専門家は、第 6 波は、波の高

さがどれほどになるかは別として、必ず来るだろう

と予想しています。

　国も、10 月 1 日に新たな厚生労働省の事務連絡

を出し、次のように述べています。「今後もこうした

感染拡大が中長期的に反復する可能性があることを

前提に、 更なる体制の強化を行う必要があります」「今

夏の感染拡大においては、地域によっては増加する

自宅療養者の症状悪化等に対応しきれない状況も生

じ た こ と を
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　９月市議会での阿部治正の 9 つの討論のうち、新型コロナの感染爆発対策に関する陳情書と

沖縄の戦没者が眠る土砂を基地建設用地に投入しないように求める意見書への討論の要旨です。
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賛賛　　成成

人々の生活向上に必要な発展を保証しつつ、

温室効果ガスの排出削減を可能にするよう

に支援するなどの取り組みです。低開発の

国や地域から様々な資源や労働を吸い上げ

つつ温室効果ガスを野放図に排出し続けて

きた代償としても、経済先進諸国は削減目

標を今以上に高く設定しなければならず、

そのことは可能だという議論です。

　先進諸国は今までのような量的な経済成

長を追い求めるのを断念することも必要と

なります。日本政府が唱えている大規模財

政投融資による「グリーン・ニューディー

ル」、気候対策で経済の競争力強化や活性化

をはかろうという「気候ケインズ主義」は、

そもそも方向が間違っているという事です。

　量的な経済発展ではなく、経済社会の質

的な進化、人々の暮らしを質的に改善し、

内容的に豊かにすることを目的としたモノ

やサービスの生産。生産や労働の在り方の

変革。公共の重視という方向での、コミュ

ニティや政府の役割の変革が求められてい

ます。その方が、先進諸国の住民にも利益

と幸福をもたらすはずなのです。

　気候危機が地球に及ぼす影響は、いまや

「人新世」として地球の地質年代の名称にま

で反映されつつあると同時に、社会の在り

方に大きな変更を否応なく迫っています。

　　　　　　　　　賛成 9人、 反対 14人
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　 私 は、 昨 年 3

月議会の予算討論

で、5 点の批判を

行いました。1 点

目は、消費税増税

がもたらす経済失

速 へ の 対 策 の 不

足。2 点目は、子

育て施設や学校不

足による子どもと保護者への犠牲のしわ寄せの

解消策が後手に回っている。3 点目は、高齢者

介護施策が、国が予算をかけないですむサービ

スへの大きな方向転換、地域包括ケアの名のも

とでボランティアや自治会への依存の方向に舵

を切っている。第 4 点目は、商工業政策にお

ける海外旅行客誘致への執着、高所得者優遇の

国の「ふるさと納税」政策に追随している点。

　そして 5 点目がコロナ対策。私は、実はす

でに予算審査の前

の昨年 2 月の一般

質問で、大きな危機

意識をもって、流山

市に真剣な取り組

みを訴えました。そ

の後、コロナ問題と

して大きな課題となったほぼすべてのテーマに

ついて、すでにその時に警鐘を鳴らしました。

しかし、きちんと受け止められませんでした。

　5 点はどれも重要なテーマですが、この討論

では、昨年度中の最大テーマであったコロナ対

策に絞って意見を述べます。

　コロナ感染症の脅威の輪郭が誰の目にも見

え始めた、昨年 3 月の予算審査特別委員会の

　医師たちの職能

団体が PCR 検査に

消極的であった理

由は様々に説明さ

れています。検査

で感染者が大量に

出ると、直ちに医

療ひっ迫を引き起こしかねない、つまり医療の

受け皿不足などへの危惧だったとも言われてい

ます。

　だとすれば、当時からすでに必要性が語られ

ていた、大規模な臨時の医療施設の設置は有力

な緩和策なりうるはずでした。病床不足の現状

に合わせて PCR 検査を減らすのではなく、逆

に PCR 検査の拡充につれて増える感染者を、

ちゃんと受け入れることが出来る病床の拡充

を、強く求めていく必要がありました。

　今年度に入った今は、国も臨時医療施設の設

置 に 以 前

ほ ど 消 極

的 で は あ

りません。

だ か ら こ

そ 市 民 や

議員から、

こ の 機 会

をとらえて、東葛地域への臨時医療施設の設置

を県や国に要請するべきという声が今 9 月議

会で上がりました。しかし、市当局は、「機会

があれば要請する」という消極的な姿勢にとど

まっています。この消極姿勢は、やはり昨年度

の事業が正しく総括されていないことと関連し

ています。その意味でも、昨年度の決算の問題

点として、この検査態勢への消極性という事を、

改めて強く指摘をします。

　また、2020 年度は、コロナ感染症の拡大に

よって事業の縮小を余儀なくされたり、経営が

段階でも、市当局の認識は極めて甘かったと

言わざるを得ません。3 月の予算審査の段階

では、多くの委員がコロナの脅威を受け止め、

市の対策の不十分さを指摘をしました。しか

し、当局の答弁は課題にちゃんと応える内容

ではなく、そのことが、2020 年度の全時期

にわたって尾を引いてしまったと言わざるを

得ません。

　どこが特に問題だったか。PCR 検査が、規

模も回数も圧倒的に不足したまま、今日を迎

えています。感染症を封じ込めるための原則

は「まずは検査、検査による早期発見、そし

て隔離（保護・治療）」。世界保健機構（ＷＨＯ）

も「検査、検査、検査だ」と強調。にもかか

わらず、日本では国や与党、それと強く結び

ついた医師たちの職能団体などの消極姿勢も

あり、PCR 検査が不足したと言われています。

　特に第 3 波から第 5 波にかけての感染者の

急拡大の時期は、流山市でも市民や議員から

検査拡充の声が強く上がりました。東葛地域

のような感染者が多発している地域では、高

齢者施設などでは、症状を示す者が出てから

検査をするのではなく、事前の検査が必要だ

との声も多くありました。国も、幾度かの事

務連絡を出して、

高齢者施設などで

は、症状を示す者

がいない場合でも

検査を行ってよい

と言いました。

　しかしこの声は流山市当局には受け入れら

れず、その結果、高齢者施設などで多くのク

ラスターを発生させてしまいました。

困難に陥った事業者、とりわけ働く人々への支

援が切実な課題になりました。流山市は、認定

を受けた市内中小企業者への「利子」と「信用

保証料」の全額補給、テナント支援、テイクア

ウト・デリバリィ支援などを行いました。これ

らの事業は積極的に評価されるべきです。しか

しそれ以外には国や県の支援制度の紹介事業に

とどまりました。

　また、きわめて否定的な出来事としては、市

の現役の幹部職員が理事会にも入っている事業

者で、かつ社会福祉事業分野では流山市にとっ

て大きな位置づけを持つ団体において、労働者

がコロナ対策を理由として休業を余儀なくされ

たにもかかわらず、休業手当が支払われないと

いう事態がおきました。この件は、やむなく労

働者の側が国に対して直接に手当を請求する形

で決着することを余儀なくされました。

　雇用保険法の下でちゃんとした仕組みが確立

されており、しかも事業者には経済的負担は生

じない仕組みであるにもかかわらず、それ活用

しないで、労働者側に本来は負わなくてよい負

担を負わせる。しかもそれが市が大きく関わる

ことで成り立っている名の通った組織で起きた

ことを考えると、問題は深刻です。ここには、

少し厳しい言葉かもしれませんが、コロナ禍で

苦しんでいる人々への流山市の無関心さ、冷淡

さが、現れています。行政の第一線、特に現

場で頑張っていらっしゃる多くの職員さんの努

力とは裏腹に、そういう事態を引き起こしてし

まっていることを、非常に残念に思います。

　本来なら、最初にあげたコロナ問題以外の 4

つの点についても、決

算として、総括するべ

きことを指摘したいの

ですが、今回はコロナ

問題についてだけにと

どめさせていただき、

決算認定への反対討論

といたします。
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し抜本的な拡充をし抜本的な拡充を
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●コロナで経営難に陥った●コロナで経営難に陥った

事業者への支援拡充を事業者への支援拡充を

●まずは収入減や雇用危●まずは収入減や雇用危

機に陥った労働者の救済を機に陥った労働者の救済を


